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1 は じ め に

青森県太平洋岸地域では,農作物の生育にとって重要な

時期である5月 から8月 にかけて,やませの出現頻度が高

く,そ れに伴う低温寡照な不良天候によって,農業生産に

甚大な影響を受けている。

本報では,低温寡照なやませ日が,収穫期のリンゴ果実

体積に及ぼす影響について検討した。

2試 験 方 法

(D 落花日及び収穫期の果実体積
当試験場で行っている生態及び果実肥大調査から,`つ が

る'・ `紅玉'・ `お、じ'(いずれも,19■年に 1年生苗木を栽

植したもの。使用台木はMM 106である。)の 3品種のデー
タを用いた。なお,収穫期の果実体積は,`つがる'が 9
月11日 ,`紅玉'が 10月 21日 , も、じ'が 11月 1日 に調査 し
た果径から球体積換算したものを用いた。

(2 やませ日数の算出
やませ日は,『青森県の気象と農業』1)の「やませの地

帯区分」に準じて下記の 2条件を満たす日とし,やませ日

数を算出した。

① 八戸測候所(八戸市)で 日最多風向がN～SSEで ,

日平均気温が統計年平均 (八戸市)よ り10℃以上
低い日

② 畑作園芸試験場 (五戸町)で ,日平均気温が統計
年平均 (五戸町)よ り10℃以上低 く,日照時間が

統計年平均 (五戸町)よ り10時間以上少ない日

なお,統計年及び調査期間は,`つ がる'が 1980～ 1991
年の5月 1日～ 9月 10日 まで,`紅玉'が 1979～ 1990年 の
5月 1日～10月 20日 まで,`お、じ'が 1979～ 1990年 の5月 1

日～10月 30日 までとした。

13)データの解析

相関・回帰分析及び数量化 I類を用いて行った。

3 試験結果及び考察

0)やませ日数と落花日
5月 中旬までのやませ日数と落花日の早晩との関係では,

供試した3品種とも強い正の相関が認められ (表 1),得
られた回帰式によると,3品種とも,5月 中旬までのやま
せ日数が 3～ 4日 程度であれば,落花日は平年並となるが,

やませ日がこれより1日 増すごとに,落花日は2～ 3日程

度遅れることが予想される (表 2)。 このことは,玉田2)

が `ふ じ'で手旨摘したこととほぼ一致していた。

2)落花日と収穫期の果実体積
落花日の早晩と収穫期の果実体積との関係では,`つ が

る'及び `ら、じ'で負の相関が認められ (表 1),得 られ

た回帰式によると,落花日が 1日 遅れると,`つ がる' で

は約53配 ,`お、じ'では約30薦それぞれ収穫期の果実体積
が小さくなることが予想される (表 2)。 このことも玉

田2)が `ふ じ'で指摘したこととほぼ一致していた。
`紅玉'では,相関が認められなかった (表 1)。

3)やませ日数と収穫期の果実体積
落花日までのやませ日数と収穫期の果実体積との関係で

は,`つ がる'で負の相関が認められたが,他の 2品種に
ついては,相関が認められなかった (表 1)。

落花日以後のやませ目数と収穫期の果実体積との関係で

は,3品種とも相関が認められず,ま た,果実発育最盛期
である7～ 8月 のやませ日数と収穫期の果実体積との関係

も,3品種とも相関が認められなかった (表 1)。

表 1 相関係数

項  目 つがる 紅玉 ふ じ

呂暴害霧亮百0章轟
せ 0786 0852 0860

芳彙臭繰暑
晩と収穫期 -0650 -0336

ns
-0690

落花日までのやませ日
数と収穫期の果実体積

-0616 -0510
ns
-0467
ns

落花日以後のやませ日
数と収穫期の果実体積

-0358
ns
-0390
ns
-0061
ns

数日
積
せ
体
ま
実
や
果
の
の
月
期
８
穫
”
収
７
と

-0207 -0230
ns
-0128
ns

注  ■ 5%有意水準で相関あり
絲 :1%有意水準で相関あり
ns:相関なし
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表 2 回帰式

品種
5月 中旬までのやませ日
数(X)と落花日の早晩(Y) 瀬鰯躙  (ヽも

つがる
Y=-572■ 164X
(0618)

Y=26722-531X
(0422)

紅 玉
Y― -681+214X
(0725)

お、  じ Y=-704+219X
(0740)

Y=25405-302X
(0476)

表4 数量化 1類での結果 (紅玉)

霜
恥
アイテム カテゴリー 反応数

カテゴリ
ー数 優

レンツ

I

1落花日の時期

15′

25′
36「

旬

旬

旬

中

下

上

1656
-318
-1370 0472

(0223)
2落花日以後の
やませ日数

120日以下
221～30日
331日 2たL

1027
-287
-1069

20 95

Π

1落花日の時期

15,
25「
86F

句

旬

旬

中

下

Ｌ

1565
-681
037
2246

0364
(0133)

2311日以後の
卓越時期

16′
27月
38F

271

056
-380

Ⅲ

日

落

せ

‘
ヾ

′

ま

数

後

や

回

以

臨

胡

枷

13回以下
24～ 6回
37回以上

442
025
-468
910

0249
(0062)は

糀
濫
類
分

顕
切
醐

12～ 4日
25～ 7日
38日以上

335
-428
233
7“

日
口
Ｑ

項

Ｎ アイテム カテゴリー 反応数
カテゴリ
ー数 遍

レンジ
関
数
相重
係

1

1落花日の時期

15′

25′
36F

旬

旬

旬

中

下

Ｌ

34 74

-4991
-4356 0795

(0 632)
2落花日以後の
やませ日数

120日 以下
221～ 30日

331日以上

-1029
237
792

ll

1落花日の時期

15月
25月
36「

中旬

下旬

上旬

4056
-5228
-7479 0921

Cl1 848)
2落花日以後の
点越時期

16兵
27月
38月

-31122

2245

2094

5267

nl

日

落

せ

‘

ヽ
、
，

ま

数

後

絆
細
畷

連

出

花

13回以下
24～ 6回
37回以ト

2914
-1194
-1882

4787

0418
(0175)ま

花

や

落

蹴

願

朋

最

せ

日

12～ 4日
25～ 7日
38日以 L

-183
297
-127

注 上段 :回帰式,下段 :寄与率

表3 数量化 I類での結果 (つがる)

注 ① 外的基準は,収穫期の果実体積である。
② 重相関係数の欄の ( )内の数値は,寄与率を示す。
③ 連続やませ日は,やませ日が2日以上連続したもの。

に)数量化 I類での結果
`つがる'及び `お、じ'では,「落花日の時期Jと 「落
花日以後の卓越時期」とをアイテムにした場合が,解析 し

た項目の中で最も高い重相関係数を示した (表 3・ 5)。

各アイテムの外的基準に対する影響の大きさを示すレン

ジをみると,`つ がる'では,「落花日の時期Jが「落花日
以後の卓越時期Jよ り大きく (表 3),`ふ じ'では,両ア
イテムのレンジはほぼ同等であった (表 5)。
.紅
玉'では,解析した項目の重相関係数が,他の 2品

種より低くなる傾向があった (表 4)。

以上のことから,やませが収穫期の果実体積に及ぼす影

響は,品種によって異なり,① `つがる'は,5～ 6月 の
果実発育初期でのやませによる影響が大きい② 粗Fは ,

他の2品種よりもやませによる影響が小さい③ ふ じ'|ま ,
やませによる落花日の遅れ及び落花日以後にやませが卓越

する時期によって,影響を受けるものと考えられた。

江 表3に準ずる。

表 5 数量化 1類での結果 (ふ じ)

注 表3に準ずる。

引 用 文 献

1)青森県農林部 1986 ヤマセと農業 青森県の気象と
農業 p77-92
2)玉田  隆 1985気象条件とリンゴ果実の生育及び
成熟 「4]リ ンゴの生育に対するヤマセの影響 農業
および園芸 60:1275-1278

項目
NQ
アイテム カテゴリー 反応数

カテゴリ
ー数 ξ

レンジ 重相関
係 数

I

1落花日の時期

15「
25月
86月

旬

旬

旬

中

下

上

2236
-1255
-2453

後

数

以

日

花

ま

落

や

120日以 ト
221～30日
331日以「

068
-558
333

]

1落花日の時期

15月
25月
86月

中旬

下旬

「旬

611

-1678
-954
3738

０

０

2落花日以後の
卓越時期

16月
27月
38月

-182
22 10

-14m
3640

ml

日

落
却
狐
御
絆
脚
棚

13回以下
24～ 6回
37回以上

4

4

4

-906
-833
1739

2645

0394
Cl1 156)ま

花

や

落蹴麟
12～ 4日
25～ 7日
38日以上

1552
-899
-1387

24 50
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